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岐阜県支部「会報」の再開に当たって
あけましておめでとうございます。岐阜県支部の皆様に新年のお慶びを申し上げます。
岐阜県支部で長らく中断していた「会報」を皆様のご協力を得て再開することになりました。「会報」再開の初版発行に当たり、ご挨拶を申し上げます。
2016年8月に発足した岐阜県支部は３年目を迎えます。本年は、「平成」から新しい元号に改元が予定される年でもあり、気持ちを新たにし、皆様のご協力のもと役員とともに活動内容をさらに充実させていきたいと思います。
「会報」の再開は、その一環として、会員各位へ発表の場をご提供することで、会員のＣＰＤ継続や会員相互の情報交換および親睦を支援することを狙いとしています。記述内容は、専門とする分野に関する知見や技術的な話題／テーマだけでなく、広く社会との関わりや他分野との関わりを考える契機あるいはヒントとなるような内容を、積極的に取上げて発表していただくものです。
さて、今年終わろうとしている平成の時代は、高度成長を遂げた昭和とは対照的に、バブル崩壊による景気後退に始まる低成長の時代であったと言えます。この間、少子高齢化等の社会環境の変化とともに、中国のGDPが大幅に伸び日本を追い越す等、我が国のビジネス環境も大きく様変わりする中で、第4次産業革命、AI技術の実用化といった技術面の変革が産業や社会生活にも大きく影響を及ぼす時代になってきています。
このような中で、2016年12月22日に科学技術・学術審議会技術士分科会から公表された「今後の技術士制度の在り方について」を契機として設置された技術士制度検討委員会が取り纏めた「技術士制度改革について」を受けて検討が始まっており、次の視点で議論が進められています。
· 社会／経済の構造が日々変化する大変革時代において、科学技術イノベーション推進の必要性が増大。変化に対応した高い専門性と倫理観を有する技術者の育成・確保のため、技術士制度の活用の促進が必要。
· 技術者のキャリア形成過程で、専門的学識と実務経験を有し、複合的な問題を解決できる技術者になるため、技術士資格の取得を通じた資質向上が重要。
· 海外で活躍する技術者（グローバルエンジニア）の増加によって、国際エンジニアリング連合（ＩＥＡ）の枠組みを踏まえ、技術士資格の国際的通用性の確保が非常に重要。
制度見直しの一環として、技術士資格の更新制度が取り上げられています。その内容は、資格取得後も継続研鑽（ＣＰＤ）を通じて知識及び技術の水準を向上させ、年間50単位を5年間積み重ね、講習を経て更新されるというものになるようです。ＣＰＤは技術者全体の質的向上及び優秀な人材の育成・確保につながるものであり、名称独占資格である技術士資格の信頼性の確保及び国際的通用性の観点からも、全ての技術士がＣＰＤに取り組む必要があります。
　従来、技術士の資格は取得すれば永久資格とされてきましたが、来るべき更新制度の導入を踏まえ、県支部の果たすべき役割の一つは、CPDを通じて最新の情報に基く質の高い研鑽の場を提供することです。このため、講演会、見学会あるいは研修会等をさらに充実させるべく内容を見直すとともに、異分野の技術士間の交流を活発に進め、幅広い知識の習得の場となるように企画を進めていく所存です。
また、専門性とともに、幅広い問題に対応できる総合力を兼ね備えた技術士になるためには、上記の研鑽のみならず、実務を通じた幅広い経験を積み重ねることが必須であり、このための機会をご提供することも岐阜県支部の大きな役割であると考えます。現在行われている日本技術士会統括本部あるいは県支部を通じた業務紹介はその一つですが、岐阜県支部を通じた企業等からの業務依頼件数は少なく、十分活用されていないのが実態です。業務紹介を通じて地域社会に貢献できる技術者集団となることを目指して、技術士の知名度を高めるため、多方面への働きかけを進めていきます。
一方、岐阜県支部では、上記の業務紹介のルートだけでなく「NPO法人　技術サポート岐阜技術士の会」（略称：GSGG）と連携して会員の皆様への業務提供を進めており、すでに数社からの業務請負の実績が上がり始めているところです。
上記以外にも、防災活動、技術者倫理等の活動を通じ高い専門性と倫理観を有する技術士を目指した活動を進めています。

「会報」は、先に述べたように、岐阜県支部を通じてCPDの継続や情報交換を支援することはもちろんのこと、来るべき制度改革に備えて会員各位の“自己発信力”を高めることに資するものでもあります。年間6回開催される県支部講演会等で、未だ発表されていない各位の専門的な知見、実務経験、トレンディーなテーマに対する解説／紹介等にとどまらず、広く社会や他分野との関わりを考える契機あるいはヒントとなるような内容も積極的に取り上げて気軽に発信していただきたいと思います。
「会報」については講演会の中のみで案内し、現在２５名の会員の方々が会報の執筆者として登録していただいています。今週以降、登録された執筆者に毎週順番に作成していただく「会報」が、火曜日毎にメールで県支部メーリングリストに登録されている会員全員に届くことになります。講演会に参加していただいていない方々には、本件について伝わっておりませんが、今後配信される「会報」をご覧になって執筆者として登録を希望される方は、是非、その旨を岐阜県支部事務局までメールで連絡していただくようにお願いいたします。
（事務局　担当：佐藤　　　Email　：　gcea9901@ybb.ne.jp）
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